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1. は じ め VC

この研究は､高冷僻地山村で行われるように

なった｡高冷野菜の生産に関して､八甲田山麓

における5地域の場合を取 りあげ､その実態及

び背景について比戟考察 し､農業的地域性を明

らかにす ることを､ 目的 とするものである.方

法 として､現地にかける観察 ･聞きとり･資料

収集 ･計測を､行 った｡

2. 地域 の概要

第 1図 対象地域の位置

ここで取 りあげた八甲田山麓 5地域 とは､横

岳の山腹 (800- 800爪 )の沖揚千 ･櫛 ケ峰の山鹿 (708-780爪 )の善光寺千 ･平賀町

大木平 (450-720m )である｡後 2者は､国道 102号線が近 くを走 ってお り､沖揚平の場

合は､出荷の際に酸 ケ湯線を利用できる位置にある｡

次に､高冷野菜の栽培に関 して､土壌 と気象状況から､地域の概要を述べる｡

土壌的には､沖揚平 と善光寺平は､八甲田火山由来の火山灰 ･大木平は､十和田火山由来の火山

灰が母材となった土壌で､共通 して表土は､きわめて腐植に富むものの､ 10.- 15cmと非常に薄

い.また､標高からもわかるように､前 2者は強酸性､大大平は弱酸性で､ともに酸度頑正が良 く

行われている｡

これらの地域は､寒高冷地にあたるため､営農期間は､ 5月初旬から10月中旬 と短かくなって

いる. そこで､天大平の 550Tnで県鳥試が計測した､ i.- 10月 (451-49年の平均 )の気象

状況をみると､最 も問題 となる生育限界の平均気温が､ 15℃となっているため､ 6月の第 4半句

から9月の第 5半句の約 90日間が､大木平にかける高冷野菜の成育期間 となる.

現在､栽培されている商品作物は､ 5地域とも､高冷野菜だけであり､初めて導入されてから現

在に至るまでの過程は､各 異々なっているO 次に､その発展過怠の概略を述べる｡

長い自給的な開拓地生活の中で､沖揚平が最 も早 く､昭和 54年から高冷野菜が栽培されるが､

僻地性が強すぎるため､販路の確保面で順調に行かず､また リーダーのキ リス ト教牧師が､その後､

野辺山開拓地を視察して､沖揚平内で普及に努めるとい う状況であったため､統計的に も特記さTt
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ることが夜かったo昭和 58年に､中南農林事務所が創設され､その開拓係 と牧師は､県の奨励に

ょるど- ト栽培を実施していた大大平-､昭和 59年に高冷野菜の栽培を普及して回り､同年は好

成績をあげるo この普及とは別に､肉牛飼育が安定化 していた善光寺平でも､昭和 59年に､一部

有志が高冷野菜を導入 している.同年の好成績が刺激となって､昭和 48年､この 5地域の他浪岡

町 と大鰐町の各 2部落が､開拓係 と牧師の全面的な援助によって､ ｢中南地方高冷野菜出荷組合｣

を組級する｡

昭和 40年の作付実績は､沖揚平 日 ka･大太平 14Aa･善光寺平 5Aaであるo この組合は､そ

の後衰退する4部落 と異なり､販売ルー トを確保するために､ 5地域にとって重要な意義をもつも

のである｡経営面から主幹作目を､白菜から大根 ･人参とし､人参については､昭和 42年国の指

定産地化で､高冷野菜栽培の発展をはかろ うとするが､指定は見送 られ､停滞を続けることに覆るo

そして､大大平は水田との兼営､沖揚平は依然 とした高冷野菜の専作 とい う中で､善光寺平は契約

栽培の増加により､ひとり面積 ･収入を増 してい く｡

その後､昭和 47年レタスの指定産地化により､ 5地域 とも､意識的及び作 目的にも試行錯誤 も

なく､高冷野菜の特産地 として形成されてきたのである｡

5. 土地利用及 び営農状況

この八甲田山鹿の高冷野菜の特産地 5ヶ所について､作 目別 作付面積 ･出荷量 ･労働力構成 ･土

地利用状況 などから､地域性を明らかにしたい.

昭和 49年現在､沖揚平

は 22戸､大木平は 25戸

善光寺平は 15戸と非常に

少ないのが特徴である.主

要作目は､レタス ･白菜 ･

人参 .大根で､第 1表か ら､

沖揚平 と大木平は作 目的に

第 1表 主要作 目別作付実績面積 (昭和 49年 )

沖 揚 平 10.0 9.0 28.0 4.0 51.Oka

大 木 平 12.0 12.7 22.0 7.0 55.7Aa

黒石 ･平賀地区農業改良普及所の資料 より

類似性を示し､人参 ･レタスを主とした 1戸当り耕地 4Aa前後の中規模経営である.それに対し善

光寺平は､ 1戸当 りdAaの耕地で､作 目的には､大根の単一栽培に等 しい状況である｡昭和 47年

の場合で､善光寺平に封 ナる1戸当農業粗収入 に占める経営費の割合は､ 50多と沖揚平 にくらベ

10飾低 く､大規模粗放経営で､最 も高い農業粗収入をあげている地域である｡

次に､農用機械の所有状況をみると､沖湯平 と大木平は､ トラクターなど､中型の ものを個人所

有する形態 となって､共同利用は､作 目の比率の関係から､下層農家間で若干ある程度で､あま り
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み られない. これに対 し､善光寺平は､粗放的 な栽培を耐えうる大根の､中でも粗放的な経営が可

能 な加=用大根の契約栽 培 となって いるため､省力化 に最 も役立つ トラクターなどは､すべて大

型で､善光寺平野菓生産組合の所有 となって､共同利用している.また､比較的市場価格が よいた

め増えているO人参について も､大型洗浄機 1台を組合有としている0

このような機械所有状況にある各地域の労働力構成をみると､善光寺平は､ 20･50代 と40･

5D代が同数で､絶対数的には少 ないが､最 も恵まれているo天大平 は､ 55人中 55人 と48･

5U代が､作業の主体で､その後継者の 20･50代は会社勤めをしてお り､沖揚平は､ 20･50

代が最 も多い反面､老人その ものが多 く､ほとんど貴重な農業従事者 となってお り､共に今後問題が

が発生 して くる状況にある｡

第 2表 作 目別系統出荷状況 (昭和 49年 )

沖 揚 平 100ケ-ス 万円 100クー-ス 万円 100ケース 万円 100本 万円
582 2,681 278 1,914 569】 4,958 19占 10ロ

大 木 平 275 1,511 216 962 215 1,672 56 12

※善光寺平の ( )内数字は契約出荷分
黒石市農協 ･竹館農協富川支所の資料 より

次に､出荷内容について説明するo

沖揚平は 2kaの大根を除 き､各作 目とも100多の系統出荷で､比重は全 く逆転 しているが､善

光寺平の場合 も同じ状況である.一方､大木平は､市場価格 ･作 目によって異なるが､系統 出荷 ･

個人出荷 ･組合出荷 と複雑で､昭和 49年の場合の系統出荷率は､ レクス 75多､人参 5 0多､白

菜 80宙､大根 2帝 (契約栽培のため )となってお り､ これは昔からの特徴で､唯一､す ぐ国道-

出る短い舗装道路が あるためである｡

各地域 について､土地利用図を作成 したが､ここでは掲載を割愛させていただ く｡

沖揚平は､南に広い未利用の共有地をもち､利用 されているのは､中野川 ･荒川打よって耕地の

寸断 された､ 5度前後の傾斜をもつ北部である｡豊 田地区とよばれる南部は､現在､常盤村 との間

で開発計画が進行 している地区で､ 1-2度の傾斜で､河川の入 りこみがな く､沖揚平全体の壬は

どの広い面藻 をもつ､恵まれた自然条件の ところである｡

北部は､未利用地が多 く､ほとんど輪作体系 とは無関係の牧草が､広 く作付け られてお り､土地
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利用度が低いのが特徴 となっている｡

天大平 と善光寺平打は､町当局の政策で､町営牧場が設けられている｡

大木平は､高冷野菜畑が西側 (標高 550mまで )Vrだけあり､ ここは､水田であったところ 15

Aaも含まれているなど､周辺打丘陵はあるが､耕地はほほ平担である｡ しかし､各農家の所有する

耕地は､非常灯分散 しており､それに規則性が認め られる｡

これは､微妙 な地形の差違を考慮 して､公平 Vr配分 した結果である｡町営牧場がある東南部は､

畑打は不向の急傾斜である｡善光寺平の西部の牧場 も同じ条件Vrある｡

善光寺平は､沖揚平 と同じく侵蝕谷のため､南側は､全 くの利用不可能地 となっている｡昭和

57年に､開墾率 1DD飾となり､作物栽培以外の土地は､肉牛のため牧草地にしていたことから､

契約量の増加に合わせて､容易に現在の ような､大規模経営が可能 となったものであり､また､沖

揚平 と異なり､砂裸が少ないことが幸いした地域である.耕地は 5度前後の傾斜であるが､現実に

は､ほほ平担な緩波状丘地で､道路 と垂直方向に-一聾の面積の大 きい短冊型の地割をとっている｡

(この状況は､天大平の地割と全 く異なるものである｡ )作付比率から､住宅の裏畑には､ レタス ･

白菜 ･人参を､その後方のさらに大 きい耕地には､すべて大根が作付けられてお り､まとま りをも

ったその大根畑には､他地域 と同様､かんがい設備が整備されていない｡

4. か わ Dに

以上のことから､ 5地域は､自由式遠郊虚業が行われ､異なる経営内容をもつ ｡ 都市化の時代に

はい り､南東北や新潟が 〝東京〟に変わる市場 として､ 5地域に貢献 したことで､発展 してきた各

地域は､地域に隣接 して広V,平担面を､さらに持つことのできない位置にあり､今後発展するため

には､輪作体系の確立 ･未利用地の開発 ･混合産業化-の移行などが必要 とされるものである｡
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